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令和４年７月５日 

駅 前 保 育 園 「 わたしもほしい！ 」 

友達が使っている玩具を貸してもらえるか聞いている場面です。 

写  真 

 自分の思いを主張できるようになってくると、その分トラブルも増え

てきます。友達の物を勝手に取ってはいけないことを経験から学んだ子ど

も達は、欲しいものがあると、言葉で貸し借りのやりとりをしようとしま

す。すぐには貸してもらえず我慢したり、ずっと使いたい気持ちに折り合

いをつけて譲ったりします。トラブルが集団生活のルールや相手の思いに

気付くきっかけとなり、友達との関わりが深まっていきます。 

どっちがほしいの？ 

こっち貸して？ 


